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生息区域メッシュの各セルの中心点の標高を求め、標高域別に集計して
図18のグラフに示した。その結果、山麓域（標高200m付近）から山頂
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 本校生物部員
による調査

 直近25回の調
査だけで延べ
503人を動員
（総歩行距離
は2440.9㎞）

 立ち入り可能
な研究路・林
道上を繰り返
し歩いて調査

高尾山におけるムササビの分布調査とGIS分析
― 生物多様性保全機能を重視した目標林型の提案 ―

中央大学附属高等学校３年 松本 敬

2010.1~2024.1（14年1か月間）

明治の森高尾国定公園（東京都八王子市）

調査期間

高尾山のムササビ分布図

図１

植生図から分析する環境選択

環境省生物多様性センター公開の植生図GISデータを群集
ごとに色分けし、生息区域メッシュを重ねた。メッシュ
のセルごとに最も多く含まれる植生を集計すると、シキ
ミーモミ群集が全体の85.58％（全104セル中89セル）に
含まれていた。
資料１より、食餌樹木のほぼすべてが構成樹種に含まれ
ていたシキミーモミ群集は、ムササビに年間を通じて餌
資源を提供する存在であるといえる。

図６
① 直接観察（夜間に生体・鳴き声を確認）
② 食痕・フンの確認（主に日中）
③ 地図に①②を確認した地点をプロット
④ 地理座標を求めGISで調査結果を集約

直接観察 食痕 フン

シキミーモミ群集

Ⅰ 林種比較

Ⅳ 針葉樹林・
広葉樹林比較
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清和研二. 2013. 多種共存の森:1000年続く森と林業の恵み. 築地書館
加来祐子. （生物部）. 2018. ムササビの食性:季節変化と樹葉嗜好性.
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ムササビ
（Petaurista leucogenys）

分類：哺乳綱齧歯目リス科
頭胴⾧：約40㎝
尾⾧：約30㎝～40㎝
体重：800ｇ～1200ｇ
行動：完全夜行性、樹上生活、滑空で移動
生息地：本州・四国・九州

中国・台湾・
東南アジア～パキスタン

食性：植物食（葉、実、芽など）
巣：樹洞（木のほら）
行動圏 : 2ha程度、 1ha程度（川道1984）

※全ての地図はEsri社のArcGIS Onlineを用いて作成し、国土
地理院地形図をベースマップとして使用

※図５は環境省生物多様性センター公開の1/25000植生図GIS
データ（第６･７回自然環境保全基礎調査植生調査）より作成

※図15はEsri社作成の「標高（Terrain）」より作成
〈参考文献〉
川道武男. 2015. ムササビ:空飛ぶ座ぶとん. 築地書館
藤森隆郎. 2016. 林業が作る日本の森林. 築地書館

資料１ 高尾山におけるムササビの１年間の食性調査 先行研究：生物部（2018）の資料に追加修正

図２ 図３

図中の紫線部は総延⾧距離約44㎞の調査ルート

 生息区域は主に高尾山山頂より東側に広がっている
 プロット数≠個体数

資料１掲載の樹種（食餌樹木）を文献等をもとに点検したところ、
そのほぼすべてがシキミーモミ群集の構成樹種に含まれていた。

ムササビの環境選択と樹林の林齢
構成や優占樹種、施業方法等との
関係を検証するため、森林行政に
用いられる森林計画図・森林簿
データを利用する。調査地のうち
国有林のデータは国土数値情報ダ
ウンロードサイトから、民有林の

図９に準じスギは赤色、ヒノキは青色に着色して表示
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調査方法

調査結果

「生息区域メッシュ・バッファー」の作成

高尾山の１年間の食性調査

森林計画図・森林簿データの入手とGISマップ化

森林計画図・森林簿データから分析する環境選択

図４

滑空移動で知られるムササビは東京都のレッドデータブックで
「準絶滅危惧種（南多摩）」に指定される。樹上性かつ樹洞営巣
性の特性から哺乳類の中でも森林への依存度が特に高く、その環
境選択（どんな環境を好み分布するか）は森林の生物多様性を評
価する上で重要な指標になると考えた。高尾山は生息地として知
られるが全域での生息区域の報告はなかった。そこで本校生物部
が行う調査の範囲を広げ、計14年間にわたる現地調査で明らかに
した。得られた生息区域データをGIS分析しその環境選択を考察
することで、生物多様性保全機能を重視した目標林型を提案する。

分布図のプロットからセル１マスが２㏊（＝ムササビの行動圏
面積）のメッシュと、１つの円が２㏊のバッファーを作成。

図５

データは東京都森林事務所に照会して入手した。それらをGISに
アップロードし、結合させることで１枚のGISマップとした。

作成した生息区域メッシュ 作成した生息区域バッファー

調査地内の国有林（赤）と民有林（青）

〔Ⅰ〕森林計画図・森林簿データをGISマップ化したもの
を林種ごとに色分けした。GISで面積割合を計算すると生
息区域バッファーの範囲の50.33％が人工林、49.67％が
天然林であった。

〔Ⅱ〕生息区域バッファーの範囲の林齢別面積割合を計
算すると、林齢51年生以上が95.73％、91年生以上が
75.38％、151年生以上が51.69％であった（図８）。
次に生息区域メッシュを用いて、生息が確認できたセル
内で林齢が最も高い林分を集計すると、林齢91年生以上
が95.19％、151年生以上が78.85％であった（図９）。
林齢91年生以上の森林は東京都の森林面積全体の10.69％
（73820.83㏊中7890.02㏊）にしか満たないため、ムサ
サビが生息する樹林は総じて林齢が高い傾向にあること
が示唆された。林齢が高い樹林にはムササビにとって巣
となる樹洞が形成されやすく、滑空、休息、食餌の面で
も有利な大径木が多く存在するためと考えられる。

生息区域メッシュと生息区域バッファーを重ねて表示

図13

図15

域（同600m付近）まで山内全ての標高域で生息
を確認することができたため、高尾山において
ムササビの環境選択に標高の要因はないことが
示唆された。

〔Ⅲ〕生息区域バッ
ファーの範囲の優占樹
種別面積割合を計算す
ると、スギ45.65％、
モミ22.66％、ヒノキ
10.84％などであり（図

標高データから分析する環境選択

11）、人工林に限って計算するとスギ71.80％、ヒノキ
21.28％などとなった（図12）。スギはムササビの巣となる
樹洞が形成されやすい特⾧をもち、樹高が高く滑空時の
発進木になるうえヒノキよりも様々な部位を多くの月で
餌資源として提供する（資料１）。
〔Ⅳ〕生息区域メッシュのセル（行動圏）内に針葉樹と
広葉樹の両方が含まれている樹林の割合を集計すると、
93.27％ （全104セル中97セル）だった。これはそれぞれ
の特性が、餌資源、樹洞、樹形、樹高、巣材などの面で
ムササビに寄与しているためと考えられる。
〔Ⅴ〕生息区域バッファーの範囲の施業方法別面積割合
を計算すると天然生林49.44％、単層林47.27％、複層林
3.06％などとなった。単層林は複層林よりも樹上空間が
確保され、滑空や天敵との遭遇回避の点でも生息に適す
と考えられる。
※人工林の複層林施業は効率的な森林経営や野生動物の理想的な生息環境の創出等を目
的に推進されてきた。しかし実際に高尾山の複層林施業地に赴き調査したところ、その
多くで間伐や枝打ちが行き届かず、下層木の生育が不十分で密植状態となっていた。

高尾山においてムササビは全標高域に分布しているが、その生息区域は主に山頂の東側に集中していた。GISによる
分析の結果、生息区域はシキミ−モミ群集の範囲、即ち林齢が高い針広混交林とほぼ一致した。また自然林だけでな
く人工林にも分布し、人工林ではヒノキ林よりスギ林を、複層林より単層林を好む傾向が認められた。
これらにより、ムササビの環境選択には年間を通じた多様な餌資源と営巣に適した樹洞の存在、滑空に適した樹高
及び空間の確保が重要なことが示唆された。

今後、解明の必要がある課題は、生息が確認できなかった地域は即ち非生息地と断定できるのかということ、立木
密度と分布の関係だ。また高尾山以外の場所でも同様の環境選択がみられるのか検証していきたい。

以上の考察から生物多様性保全機能を重視した目標林型は、高林齢の針広混交林であると考える。
その達成へ向け、現存する針葉樹人工林（以下、人工林）を残しつつ間伐を繰り返しながら大径木を育成し、広葉
樹を混植する誘導方法を提案したい。具体的には以下の通りだ。
①全国の森林を、木材生産機能を重視した「生産林」と自然環境保全を重視した「環境林」とに分ける。
⇒林業で生計を立てている人のいない国有林や、放置され生産機能が見込めない民有林から「環境林」に転換する。
②「環境林」に転換する際には、人工林の皆伐は避ける。
⇒戦後の拡大造林政策期に全国で造成された人工林は成熟段階に入りつつある。多様な生態系は、成熟し構造の豊
かな森林でこそ形成される。現存する人工林を生かしつつ、間伐を繰り返しながら広葉樹を織り交ぜて混交林化し
ていくことが肝要だと考える。
③「生産林」では皆伐を禁止し、択伐による施業を推進して生態系への負担を減らしていく。
④再造林する際は疎植とするほうが望ましい。積極的な間伐を行い、大径木の育成を進める。
⇒森林内に空間を確保し、樹洞が形成されるような大径木を育てていく取り組みが必要だと考えられる。
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図７
Ⅱ 林齢比較

図10
Ⅲ 優占樹種比較

図14
Ⅴ 施業方法比較

収集した分布情報を定量的に評価するため「生息区域メッシュ」
と「生息区域バッファー」をGISで作成。分析に用いる植生図と
森林計画図・森林簿データを入手し、 GISマップ化した。
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